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南
あ
わ
じ
市
が
推
進
し
て
い
た

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
が
実
を
結

び
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
三
洋
エ
ナ

ジ
ー
南
淡
㈱
が
南
あ
わ
じ
市
企
業

団
地
（
榎
列
上
幡
多
）
へ
新
工
場

を
建
設
し
ま
す
。

　

７
月
14
日
、
工
事
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
建
設
予
定
地
で
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
場
は
、
来

春
に
完
成
す
る
予
定
で
、
世
界
的

に
需
要
の
多
い
携
帯
電
話
や
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
向
け
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
新
規
雇
用
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
産
業
の
振
興
と
、
少

子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
雇
用

の
場
確
保
の
た
め
、
合
併
当
初

か
ら
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
年
２
月
に
「
南
あ
わ
じ
市

企
業
立
地
基
本
計
画
」
を
策
定
。

３
月
に
、
経
済
産
業
省
と
国
土
交

通
省
か
ら
同
意
を
受
け
、県
と
市
、

立
地
す
る
企
業
が
国
の
支
援
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
４
月
に
は
企
業
誘

致
課
を
設
置
、
計
画
を
元
に
更
な

る
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
鎮
祭
に
は
、
関
係
者
約
70
人

が
出
席
。
中
田
市
長
か
ら
「
企
業

団
地
へ
進
出
を
頂
き
、
市
と
し
て

も
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
す
。
今

後
も
御
社
の
更
な
る
ご
発
展
を
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
４
箇
所
に

点
在
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
統
合
す
る
た
め
、
新
し
い
施
設

を
建
設
し
ま
す
。

　

施
設
が
完
成
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
一
般
廃
棄
物
の
分
別
収
集
の
区

分
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
を
統
一

で
き
、
新
た
に
容
器
包
装
の
う
ち

最
も
組
成
比
率
の
高
い
「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
化
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
機
械
で

圧
縮
、
減
量
化
の
中
間
処
理
を
行

い
、
再
生
事
業
者
へ
引
き
渡
し
ま

す
。
循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

建
設
場
所
は
、
成
相
川
沿
い
の

八
木
榎
列
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

す
る
榎
列
上
幡
多
１
９
１
１
番
地
。

　

７
月
14
日
に
現
地
で
行
わ
れ
た

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
で
は
、

関
係
者
約
20
人
が
出
席
、
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
施
設
は
、
来
年

３
月
に
完
成
、
４
月
か
ら
の
稼
動

を
目
指
し
ま
す
。

▲榎列上幡多の建設予定地

　

下
水
道
の
役
割
や
必
要
性
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象

に
「
下
水
道
教
室
」
が
６
月
９
日

〜
７
月
９
日
ま
で
、
市
内
15
の
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
汚
水
が
マ
ン
ホ
ー

ル
を
通
り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き

れ
い
に
な
る
ま
で
の
様
子
を
ア
ニ

メ
で
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
を
上
映
。

そ
の
後
、
市
役
所
職
員
が
、
下
水

道
管
の
現
物
や
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
働
く
バ
ク
テ
リ
ア
が
入
っ
た
容

器
を
見
せ
た
り
、
手
作
り
の
紙
芝

居
を
用
い
て
説
明
し
た
り
し
ま
し

た
。「
家
庭
か
ら
油
を
流
す
と
下

水
道
管
に
こ
び
り
つ
き
、
ま
た
浄

化
施
設
の
機
械
が
壊
れ
ま
す
。
絶

対
に
し
な
い
で
」
と
注
意
も
呼
び

か
け
ま
し
た
。
最
後
に
質
疑
応
答

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
の
感
想
文
と
、
教
室
で
使
っ
た

教
材
の
一
部
を
、
８
月
８
日
ま
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
パ
ル

テ
ィ
で
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
学
校
で
下
水
道
教
室

下
水
道
の
役
割
、
わ
か
り
や
す
く

▲下水道の役割について説明する市職員（八木小学校）

施
設
の
建
設
工
事
が
始
ま
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
統
合

建
設
工
事
が
始
ま
る

企
業
団
地
に
、
三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱
が
進
出

▲企業団地の工場建設地で行われた地鎮祭

　

島
内
の
中
小
企
業
の
方
々
に
対

し
、
経
営
力
の
向
上
や
新
規
事
業

展
開
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

専
門
の
相
談
員
「
応
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
」
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
淡

路
地
域
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

５
月
30
日
、
南
あ
わ
じ
市
商
工
会

内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
産
業
振
興

と
雇
用
の
拡
大
を
目
的
に
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
補
助
金

１
０
０
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
応
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
常
駐
し
て
相

談
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、

業
種
ご
と
の
専
門
家
を
企
業
に
無

料
で
派
遣
す
る
事
業
や
、
こ
れ
か

ら
経
営
者
と
な
る
後
継
者
や
女
性

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
。
新
た

に
起
業
す
る
方
へ
の
初
歩
的
な

内
容
か
ら
、
長
年
経
営
を
続
け
て

い
る
方
へ
の
よ
り
高
度
な
内
容
ま

で
、
幅
広
く
無
料
相
談
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
産
業
や
文
化
、

観
光
資
源
、
農
林
水
産
物
な
ど
を

取
り
入
れ
た
商
品
開
発
に
は
、
国

や
県
か
ら
の
支
援
を
活
用
で
き
る

も
の
が
あ
り
、
そ
の
事
業
計
画
づ

く
り
な
ど
の
相
談
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
淡
路
地
域
経
営
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
あ
わ
じ
市
商
工

会
内
、
☎
42
・
４
７
２
１
）
ま
で
。

▲南あわじ市商工会本所前に看板を掲げる志智宣夫商工
　会長（右）と職員の榎本崇さん

淡
路
地
域
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

経
営
の
相
談
、
無
料
で
対
応

　

国
の
規
制
緩
和
措
置
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
構
造
改

革
特
区
」
に
、「
南
あ
わ
じ
市
ど

ぶ
ろ
く
特
区
」
が
７
月
９
日
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
あ
わ
じ
市
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

は
、
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
等
を
営
む
農
業
者
が
、
自
ら

生
産
し
た
米
を
原
料
と
し
て
濁
酒

（
ど
ぶ
ろ
く
）

を
製
造
す
る

場
合
に
、
製

造
免
許
の
取

得
に
必
要
な

最
低
製
造
数

量
基
準
（
年
間
６
㎘
以
上
）
が
適

用
さ
れ
ず
、
酒
類
製
造
免
許
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
規
制
緩

和
で
す
。

　

早
速
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、農
家
民
宿
「
き
た
や
」（
倭
文
）

が
、
製
造
免
許
を
取
得
す
る
予
定

で
す
。
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
濁
酒

を
製
造
・
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

都
市
と
農
村
の
交
流
人
口
が
増
加

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

国
の
「
構
造
改
革
特
区
」
の
認
定
を
受
け
る

「
南
あ
わ
じ
市
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

南あわじ市どぶろく特区
◆特別区域の範囲　南あわじ市の全域
◆特別措置の内容　農家民宿等における特定
酒類（濁酒）の製造免許の要件緩和

◆濁酒とは　米・こうじ・水を主な原料とし
て発酵させたお酒で、濾

こ

さないものです。
濾したものは清酒です。

　　酒類の製造は、酒税法による規制があり、
年間製造数量が一定数量に達しない場合、
酒類の製造免許を取得できません。特区の
認定を受けることで、税務署などで一定の
手続きを行うことにより、年間６㎘未満の
生産でも、酒類の製造免許の取得が可能と
なります。

　　ただし、農業者の誰もが濁酒の製造がで
きるわけではなく、農業のほかに農家民宿
や農家レストランなどを営む農業者の方が、
自ら生産した米を主な原料として濁酒を製
造し、酒類の製造免許を取得した場合に限
られています。

▲濁酒（イメージ）

▲アジ料理を楽しむ来場者

一
本
釣
り
ぬ
し
ま
鯵あ

じ

フ
ェ
ア
ー
を
開
催

　

６
〜
７
月
は
、
ア
ジ
の
身
に
脂

が
の
り
、
旬
の
味
を
最
も
楽
し
め

る
季
節
。
７
月
20
日
、「
ぬ
し
ま

鯵あ
じ（
キ
ア
ジ
）」を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
ア
ジ
フ
ェ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
ア
ジ
は
１
８
０
０

匹
。
身
に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
、

全
て
一
本
釣
り
で
釣
ら
れ
て
い
ま

す
。
試
食
し
た
人
は
、「
身
が
き

れ
い
。
刺
身
や
た
た
き
で
食
べ
る

と
甘
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、観
光
客
も
多
く
訪
れ
、

ア
ジ
の
手
土
産
を
買
っ
て
帰
る
客

が
目
立
ち
ま
し
た
。




